
明石工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 機械工学実習ⅠＢ
科目基礎情報
科目番号 4121 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 適宜、プリントを配布する。
担当教員 加藤 隆弘,大森 茂俊
到達目標
(1) 工学基礎：機械工学と科学との関わりを説明できる。
(2) 技術者倫理：機械工学と自然・社会との関わりを説明できる。
(3) 創成能力：エンジニアとしての創造性の意味を説明できる。
(4) コミュニケーションスキル：他者が理解できるように記述したり話したりでき、他者の意見を聞き、内容を理解できる。
(5) 基礎技能：エンジニアのコミュニケーションツールの一つでもある3D-CADの特徴的概念を理解し、モデリングすることができる。
(6) 工学リテラシー：実習作業の指示書を理解し、それに従い安全に測定器を操作し、データを取得できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
工学基礎

機械工学と科学との関わりを説明
でき、科学的知識を工学問題に応
用できる。

機械工学と科学との関わりを説明
できる。

機械工学と科学との関わりを説明
できない。

評価項目2
技術者倫理

機械工学と自然・社会との関わり
を説明でき、自らの思考と行動に
実践できる。

エンジニアとしての創造性の意味
を説明できる。

機械工学と自然・社会との関わり
を説明できない。

評価項目3
創成能力

エンジニアとしての創造性の意味
を説明でき、他者の創意工夫を活
用して新たな価値を創成できる。

機械エンジニアとしての基礎的素
養を身につけることができる．

エンジニアとしての創造性の意味
を説明できず、自分自身の考えだ
けで解決しようとする。

評価項目4
コミュニケーションスキル

他者が理解できるように記述した
り話したりでき、他者の意見を聞
き、適切な質問で、自他の理解を
深めることができる。

他者が理解できるように記述した
り話したりでき、他者の意見を聞
き、内容を理解できる。

他者が理解できるように記述した
り話したりできない。また、他者
の意見を理解できない。

評価項目5
基礎技能

3D-CADの特徴的概念を十分に理
解し，自由自在にモデリングする
ことができる

3D-CADの特徴的概念を理解し機
械部品などをモデリングすること
ができる

3D-CADの特徴的概念を十分に理
解してモデリングをすることがで
きない

評価項目6
工学リテラシー

実習作業の指示書を理解し、それ
に従い安全かつ適切に測定器を操
作し、信頼できるデータを取得で
きる。

実習作業の指示書を理解し、それ
に従い安全に測定器を操作し、デ
ータを取得できる。

実習作業の指示書を理解できず、
それに従い適切にかつ安全に測定
器を操作でいない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 ものづくりの楽しさ・創意工夫する喜びを体験的に学習することを通して、機械エンジニアとしての基礎的素養を修得

する。機械工学と科学との関わりや自然・社会との共生を理解する。
授業の進め方・方法 オムニバス方式で，講義で知識を修得し、実習で体験することによって理解を深める。

注意点 その後の専門科目の学習に積極的に取り組めるようになるために、自発的な学習姿勢を身につけること。
合格の対象としない欠席条件(割合)  1/3以上の欠課

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 3D-CADによるアセンブリ(1)（大森） 3D-CADにおけるアセンブリの原理を理解できる．
2週 3D-CADによるアセンブリ(2)（大森） 3D-CADにおけるアセンブリの原理を理解できる．
3週 アセンブリを用いた課題製作(1)（大森） アセンブリを含んだ図面を作成することができる．
4週 アセンブリを用いた課題製作(2)（大森） アセンブリを含んだ図面を作成することができる．
5週 アセンブリを用いた課題製作(3)（大森） アセンブリを含んだ図面を作成することができる．
6週 アセンブリを用いた課題製作(4)（大森） アセンブリを含んだ図面を作成することができる．

7週 防災コンテスト：ガイダンス・ＤＩＧ （加藤）
明石市内の地図から，地震・水害等の災害時の影響を
グループ内でディスカッションし，対策を検討するこ
とができる．

8週 中間試験実施せず

4thQ

9週 防災コンテスト：アイデア会議・ロボット製作（加藤
）

災害フィールド内のミッションについて各チームでア
イデア会議を実施し，ミッションをクリアするための
ロボットの試作することができる．

10週 防災コンテスト：プレコンテスト （加藤）
災害フィールド内のミッションについて，各チームで
試作したロボットを用いてクリア，あるいは問題点を
把握することができる．

11週 防災コンテスト：ロボット改良（加藤）
プレコンテストで把握した問題点について，各チーム
で改善案を出し，ロボットの改良をすることができる
．

12週 防災コンテスト：プレゼンテーション （加藤） 各チームで製作したロボットのアイデアや特徴を発表
することができる．

13週 防災コンテスト：コンテスト・相互評価（加藤）
各チームで製作したロボットを用いて，災害フィール
ド内のミッションをクリアし，終了後にチーム内での
自分自身の取り組みについて振り返ることができる．



14週 工場見学 工場見学を行い，報告書が作成できる．

15週 ビデオ学習 機械工学に関連したビデオ教材を視聴し，感想文が作
成できる．

16週 期末試験実施せず
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力
分野別の工
学実験・実
習能力

機械系分野
【実験・実
習能力】

機械系【実
験実習】

実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。 2
後7,後9,後
10,後11,後
12,後13

災害防止と安全確保のためにすべきことを理解し、実践できる。 2
後7,後9,後
10,後11,後
12,後13

レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。 2 後13

分野横断的
能力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 1
課題や要求に対する設計解を提示するための一連のプロセス(課
題認識・構想・設計・製作・評価など)を実践できる。 1

評価割合
取り組み・態度 製作作品 課題・報告書 合計

総合評価割合 20 40 40 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 40 40 80
分野横断的能力 20 0 0 20


